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護
憲
平
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毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合 

☆
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
２
年 

 
 

 

今
も
避
難
生
活
者
が
３
万
人
超
え
る 

◆
東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発
事
故
か
ら
１
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
に
よ
れ 

ば
、
死
者
と
行
方
不
明
者
は
２
万
２
２
１
２
人
に
上
り
ま
す(

３
月
９
日
現
在)

。
復
興
庁
の 

発
表
で
は
、
全
国
で
３
万
８
１
３
９
人 

が
今
も
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
多
発
・
裁
判
闘
争
へ 

 

◆
原
発
事
故
前
、
１
０
０
万
人
あ
た
り
１
～
２
人
程
度
だ
っ
た
小
児
甲
状
腺
が
ん
患
者
が
、
福 

島
県
民
健
康
調
査
で
事
故
当
時
０
～
１
８
歳
だ
っ
た
約
４
０
万
人
中
、
２
９
６
名
、
集
計 

外
で
４
２
名
、
合
わ
せ
て
３
３
８
人
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す(

２
０
２
３
年
２
月
１
７
日
現
在)

。 

◆
国
も
福
島
県
も
東
京
電
力
も
原
発
事
故
と
の
因
果
関
係
を
認
め
な
い
た
め
、
が
ん
発
症
者
７

人
が
因
果
関
係
を
認
め
る
よ
う
東
京
地
裁
で
た
た
か
っ
て
い
ま
す
。 

◆
原
告
の
内
１
３
歳
で
が
ん
に
な
り
、
１
７
歳
で
２
度
目
の
手
術
を
受
け
た
人
は
、「
恋
愛
も
、 

結
婚
も
、
出
産
も
、
私
と
は
縁
も
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
。
全
摘
手
術
を
受
け 

た
人
は
一
生
ホ
ル
モ
ン
剤
を
飲
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と(

「
世
界
」
２
０
２
３
年
４
月
号)

。 
 

 
 

汚
染
水
の
海
洋
放
出
は
許
さ
れ
な
い 

 

◆
東
電
は
、
除
去
で
き
な
い
ト
リ
チ
ュ
ウ
ム
を
国
基
準
の
４
０
分
１
に
海
水
で
希
釈
し
海
底
ト

ン
ネ
ル
に
よ
り
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
の
沖
合
に
放
出
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

◆
汚
染
水
の
海
洋
放
出
に
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
も
反
対
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

政
府
と
東
電
は
２
０
１
５
年
、「
関
係
者
の
理
解
な
し
に
は(

処
理
水
の)
い
か
な
る
処
分
も
し

な
い
」
と
地
元
漁
業
者
に
約
束
し
て
い
ま
す
。
福
島
県
漁
連
は
「
風
評
」
被
害
を
恐
れ
反
対

し
て
い
ま
す
。 

  
 

岸
田
政
権 

原
発
政
策
を
大
転
換 

 

◆
福
島
原
発
事
故
を
経
験
し
、
政
府
は
「
脱
原
発
」
の
下
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
方
向
転

換
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
岸
田
政
権
は
原
発
の
新
増
設
や
運
転
期
間
を
４
０
年
か
ら
６
０
年

超
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
原
発
は
大
変
過
酷
な
設
備
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
国

民
は
常
に
「
核
」
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

  
 

原
発
の
廃
止
を
働
き
か
け
よ
う 

 

◆
静
岡
県
内
に
は
「
浜
岡
原
発
」
が
あ
り
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
想
定
震
源
域
に
立

地
し
地
震
と
津
波
対
策
上
危
険
で
あ
り
、
ま
た
専
門
家
に
よ
る
現
地
調
査
で
は
原
発
４
号
機

直
下
に
活
断
層
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
世
界
一
危
険
な
原
発
で
す
。 

◆
こ
う
し
た
危
険
な
原
発
の
廃
止
を
政
府
に
働
き
か
け
ま
し
ょ
う
。 

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/              で検索 護憲浜松 

http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/


         

★
故
坂
本
龍
一
さ
ん(

３
月
２
８
日
死
亡)

は
世
界
的
に
有
名
な
音
楽
家
で
、
代
表
作
の
一
つ
に

「
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。 

                         

坂本龍一さんのメッセージ 

 

2011 年の原発事故から 12 年、人々の記憶は薄れている 

かもしれないけれど、いつまでたっても原発は危険だ。 

 

いやむしろ時間が建てば経つほど危険性は増す。 

 

コンクリートの劣化、人為的ミスの可能性増大、他国 

からのテロやミサイル攻撃の可能性など。 

 

なぜこの国を運営する人たちはこれほどまでに原発に 

固執するのだろう。 

 

ロシアによるエネルギー危機を契機にヨーロッパの国々 

では一時的に化石燃料に依存しながらも、持続可能エ 

エネルギーへの投資が飛躍的に伸びているというのに。 

 

わが国では、なぜ未完成で最も危険な発電方法を推進 

しようとするのか分からない。 

 

発電によってうまれる放射性廃棄物の処理の仕方が未 

解決で増えるばかり。 

埋める場所もない。 

 

事故の汚染水・処理水も増えるばかり。事故のリスクは 

これからも続く。 

 

それなのに何かいいことがあるのだろうか。 

 

世界一の地震国で国民を危険にさらし、自分たちの首 

もしめるというのに、そこまで執着するのはなぜだろう。 


